
8/15 0.97
8/24 1.02
8/29 0.96
9/22 0.91
9/27 0.90
9/29 0.95
10/6 0.89
10/13   0.93
10/18   1.02
10/20   1.09
10/25   1.02
10/27   1.00
11/1 1.06
11/3 1.08
11/8 1.10
11/10   1.09
11/15   1.06
11/17   1.06
11/22   1.05
11/24   1.05   
11/29   1.05
12/1     1.03
12/6     1.01
12/8     1.02
12/13   1.04
12/15   1.06
12/20   1.06
12/22   1.04
12/27   1.03
12/29   1.03
1/3 0.97

8/15 1.02
8/24 1.14
8/29 0.95
9/22 0.86
9/27 0.89
9/29 0.92
10/6 0.85
10/13   0.92
10/18   0.97
10/20   1.07
10/25   1.04
10/27   0.99
11/1 1.01
11/3 1.03
11/8 1.07
11/10   1.05
11/15   1.05
11/17   1.05
11/22   1.03
11/24   1.05
11/29   1.07
12/1 1.04
12/6     1.02
12/8     1.07
12/13   1.17
12/15   1.19
12/20   1.11
12/22   1.07
12/27   1.09
12/29   1.10
1/3   1.04

全国 福岡宮崎

九州の感染者が急増、熊本、佐賀、
⼤分、宮崎（１位）が、ベスト10⼊
り、亜種（BQ.1, BQ.1.1）の感染者が
国内で増加、また、中国からの渡航
者の陽性例増加。⽶国XBB.1.5急増。
現在の減少は、年末年始の⾒かけ状
の減少

8/15 0.97
8/24 1.17
8/29 0.94
9/22 0.87
9/27 0.91
9/29 0.87
10/6 0.91
10/13   0.91
10/18   1.00
10/20   1.10
10/25   1.01
10/27   0.97
11/1 1.04
11/3 1.05
11/8 1.08
11/10   1.08
11/15   1.08
11/17   1.08
11/22   1.04
11/24   1.04
11/29   1.06
12/1 1.05
12/6     1.04
12/8     1.06
12/13   1.12
12/15   1.15
12/20   1.12
12/22   1.10
12/27   1.06
12/29   1.05
1/3   0.98

実効再⽣産数 実効再⽣産数実効再⽣産数

延岡市の実効再⽣産数
5/16 1.26
5/23 1.09

5/30 0.74
6/3 0.76
6/7 0.92
6/14 0.68
6/21 0.95

6/25 0.92
7/5 2.18
7/12 1.54
7/19 1.71
7/26 1.72

8/2 1.17
8/7 1.25
8/9 1.09
8/15 1.11

8/24 1.57
8/29 0.96
9/6 0/73

9/15 0.82
9/20 0.65

9/26 1.09
10/3 0.93
10/10 0.90

10/17 1.25
10/24 0.86
10/31 0.93

11/8 0.98

11/15 1.00
11/22 1.00

11/29 1.28
12/5 1.33

12/12 1.54
12/19 1.24

12/26 1.26
1/2 0.91

230104資料

実効再⽣産数（1/3）

9/6 178
9/14 150
9/17 54
9/24 71
10/3 83
10/10 28
10/17 93
10/24 83
10/31 65
11/7 69
11/14 75
11/21 59
11/28 107
12/5 143
12/12 301
12/19 363
12/26 496
1/2 288

宮崎県全域で増加傾向

東⾼⻄低
↓

⻄へ拡⼤

⼤分

実効再⽣産数
11/1  1.01
11/3  1.04
11/8  1.07
11/10 1.06 
11/15 1.08
11/17 1.09
11/22 1.07
11/24 1.06
11/29 1.06
12/1       1.06
12/6       1.00
12/8       1.01
12/13     1.12
12/15     1.16
12/20     1.11
12/22     1.09
12/27     1.07
12/29     1.05
1/3          1.00

By 佐藤圭創

宮崎1460⼈
ついに⼀位

478
8/19 

496
12/26 

by 佐藤圭創

延岡市の感染⼈数

延岡は急増状態
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週間感染者数(延岡市)
今週 1978⼈
１週前 1872
２週前 1467⼈
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４週前 558⼈
５週前 358⼈



BA.5

Omicron

BA.5

オミクロン株の⽅が死亡者数多い

BA.5
Omicron

BA.1

BA.5

感染症は割合（％）ではなく、総数が問題 9/2： 347⼈
12/8 : 243⼈
12/29: 420⼈

上昇傾向

上昇傾向

上昇

By 佐藤圭創

BA.1

BA.1

BA.1

BA.2

BA.2 BA.2

BA.2

死者数第７波のピークを超えた

過去最⾼→
死亡者数



世界
情勢 累計で

⽇本⼈約3000万⼈
がコロナに感染した

⽶国は100万⼈死ん
でいる
⽇本は、約6万⼈



新型コロナウイルスの変異株の系統図

従来型

l ラムダ
l アルファ
l ガンマ
l シータ

l オミクロン

デルタ

l イオタ
l イプシロン
l ベータ

ミュー
イーター
カッパ

l BA.1

l BA.2

BA.5 BQ.1 BQ.1.1

BA.4

BA.2.2.75

XBB XBB.1.5

By 佐藤圭創

BF.7

実
効
再
⽣
産
数

⽶国で急増
⾼い実効再⽣算数



• ⽶疾病対策センター（ＣＤＣ、12/31）：直近の週の国内のオミクロン株派⽣型「ＸＢＢ．１．５」による感染が
４０．５％を占めた。前週の２倍に急拡⼤。

• ⽶国で感染者数や⼊院者数が増加
• 現存するオミクロン下位変異株のうち免疫回避⼒が最も強い
• ＸＢＢ．１．５は「ステルスオミクロン」と呼ばれたＢＡ．２から派⽣したＸＢＢの下位系統.
• 「現存する最悪の新型コロナ変異株」:免疫回避性＋伝染性が過去最⾼。
• XＢＢ．１．５は他の変異株よりも細胞と結合する⼒が強い追加的な突然変異がある
• ＸＢＢ下位系統はオミクロン⽤のワクチンブースターショットに対する強い抵抗⼒を備えている
• 集中治療室の⼊院患者１１％増加した。
• ⽇本国内でも、12/26の千葉の分離株が、ＸＢＢ．１．５と確認されている。
• ⼼臓、脳⾎管、胃腸の障害が⽣じやすい。

オミクロン派生株
「ＸＢＢ．１．５」

「現存する最悪の新型コロナ変異株」

実効再⽣産数最⼤→

重要

By佐藤圭創



宮崎県の感染者数

宮崎県の直近1週間の⼈⼝10万⼈あたり
の新規感染者数

宮崎県の病床使⽤率





2/20

11/3-6 11/23-27

1/17

12/1

12/24

2/15インフルエンザの流⾏予測

新型コロナの流⾏予測

インフルエンザが流⾏期に⼊ってきた
12〜1⽉はツインでパンデミックの可能性（医療崩壊危機）
正⽉、成⼈式での感染者増加
インバウンド：中国からの感染者流⼊（春節1/21~27）
BA.5⇨ BQ.1⇨ XBB.1.5と流⾏株が置き換わっていく A⾹港

B＋A⾹港

By佐藤圭創

寒冷、乾燥、寒気低下、
⼈流、マスク外し、インバウンド
オミクロン亜種の広がり

これからの流⾏予測

第８波

BQ.1, BQ.1.1, BF.1, XBBな
どの亜種の流⾏で少し早
まるかもしれない

12/10

Peakは、
第７波の
1.2〜1.5倍程度かも？

12/27

2双性PEAK

インバウンド拡⼤
中国の春節
1/21〜27

ゼロコロナ終了

成⼈式前後の若者の
⾏動で感染者増加 ⽔際対策が失敗したら

2/14



宮崎県の感染者数

宮崎県の直近1週間の⼈⼝10万⼈あたり
の新規感染者数

宮崎県の病床使⽤率

医療⾮常事態宣⾔

医療⾮常事態宣⾔



• 全国的に感染者数が急増傾向。（年末年始で、医療機関が休みで⾒かけ上感染者減少しているように⾒える）

• 実効再⽣算数では、⻄⽇本、特に九州で急速な広がりを⾒せている。

• 実効再⽣産数は、１ヶ⽉以上継続的に１以上で増加傾向で、今後も間違いなく増加傾向は継続する。まだピークではない。

• 感染の実態は、東⾼⻄低でから⻄⾼東低に変化。

• 延岡市の実効再⽣産数は、5週継続で1.28, 1.33, 1.54, 1.24, 1.26と1.2以上の⾼値、その後今週は０.９だが休⽇効果での⾒かけ上感染者減少、１週間あたりの感染者は1900⼈超え
ており、今後も寒冷気候の進⾏と共に増加傾向となる。

• 加えて、県内の病床使⽤率は、50.0％と急増し、12/27 医療⾮常事態宣⾔発令された。

• 県内では、宮崎市内・都城市の感染者の増加が顕著であったが、現在、延岡、⽇向、⾼千穂で感染者が急増している。

• ⾼齢者への感染が増加し（⾼齢者施設でのクラスター多発）、⼊院患者数、重症患者数、死者数が急増。

• 医療施設内の感染急増。コロナ病棟以外のコロナ⼊院患者急増。

• 病院職員の感染者・濃厚接触者も急増し、病院機能維持困難になってきた。

• 延岡市の宿泊療養施設は、⼀時的に、隔離⽬的⼊所を停⽌し、症状強い⼈の⼊所のみとした。

• 感染のピークは、東⽇本は12⽉中旬から年末、⻄⽇本は12⽉中旬〜年始、その中で九州は、成⼈の⽇の数⽇後がピークとなる可能性⾼い。

• インバンウンドで中国からの⼈流増加、適正に⽔際対策⾏わなければ、1⽉末〜2⽉初めにさらに急増する可能性あり。今年の春節は、1/21~27。

• 宮崎県の感染は、現時点で感染増加期にあり、10代の感染者急増中。今後、⼩中学⾼校⽣〜⼤学⽣の若年世代から⾼齢者感染へと変化し、さらに⼊院必要者・重症者は増加する。

• 延岡は、年末と年始〜成⼈式後までのダブルピーク、ピークは第７波の1.2〜1.5倍を推定。。

• 延岡市内の⼊院患者もこの１週間２０〜３０を推移しており、明らかに増加傾向である。⾼齢者施設でのクラスターが多発している。

• 以上より、全国的には感染者増加傾向にあり、延岡市内に関しては⼩康状態から急激な増加傾向へ転換した。

• 今後、BQ.1, BQ.1.1系統への、置き換わりが進んでいる。今後、⽶国から、XBB.１.5が流⼊し、増加する可能性あり。

• 感染した在宅⾼齢者の搬送が問題になっている。救急⾞頼み・・・。搬送業者と県で調整中。

• 休⽇の⼊院体制、夜間の受診体制の強化が必要。夜間の、救急⾞の要請急増。

• 解除直後の患者の受け⼊れについて、問題が⽣じている。

• 延岡市点滴センターは：パンク状態

• コロナ関連患者の救急要請件数も急増、点滴必要患者も増加傾向。特に、休⽇夜間の救急要請急増。

• 年末年始〜成⼈の⽇の発熱外来していただける医療機関増え、当番医のバックアップが強化された。

• 現在、すでに⽇中の診療での発熱患者急増、通常の検査・診療・健診の業務できず、発熱患者を断る病院出てきた。健診業務困難となっている。

• 常備薬、常備⾷の準備が必須。薬局で厚労省認定の抗原検査キット購⼊しておく。特に、ゼリー状飲料、解熱薬、鎮咳薬、整腸剤が必要。

• インフルエンザは、A⾹港株が、徐々に増加傾向。流⾏は、⼤阪などで始まった。

By 佐藤圭創














